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　混
こんとん
沌に向かって「光あれ」とのみことばで天地は

創造され、その最後に造られた人間に「産めよ、増
えよ、地に満ちよ」と語られる。この言葉は成長発
展を促

うなが
すだけの景気がいい言葉ではない。この度の

感染症のパンデミックに呻
しんぎん
吟する者たちにとって

も、神のことばである。創世記記者は、産めず増え
ず地に満ちずの混沌の只

ただなか
中で、このみことばを聴い

たのだから。
　だからと言って、低迷する現状を打破せよと発

はっぱ
破

をかけるのでもない。「光あれ」が最初なら、最後
が「産めよ～」である。料理なら、神はレシピを教
えるのではなく自ら腕を奮

ふる
って仕上げ「さあ、食べ

なさい」と差し出してくださっている。人を第一日
目に造って「後は自分で生きて行け」と言われたの
ではない。「産めよ～」は号令ではなく、「彼らを祝
福して言われた」祝福のことばである。礼拝の祝福
と同じである。我々を喜びのうちに送り出す。「こ
のわたしがお膳立てしてあげたから、食べて行きな
さい」という恵みと励ましである。
　それでも、気になるのは「地を従わせよ」であ
る。服従させよというのでは高圧的になる。近年の
キリスト教批判はここを突く。環境世界を破壊に導
いたのは、世界を意のままに従わせよと言う聖書の
せいだと。果たして、聖書は人に世界を屈服させよ
と教えているのだろうか？神が本当にそう言われた
のか？神は「地を従わせよ」をすぐに「すべて支配
せよ」と言い換えておられる。最近の「聖書協会共
同訳」聖書では「治めよ」となっている。最新の翻
訳成果というよりも、口語訳聖書に戻っている。地
を従わせるのは支配や破壊ではなく秩序を持たせて

治めることによる。26節の「すべてを支配させよう」
という神のことばも、「すべてを治めさせよう」であ
る。神の意志が繰り返し明確にされている。それで
は、なぜ神は人間にすべてを治めさせようとなさる
のか？「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろ
う～治めさせよう」というみこころからである。そ
して事実、「神は御自分にかたどって人を創造され
た」。みこころが実行された。それゆえ、人は神とこ
ころを同じくして生きるように造られている。混沌
の今、未来が見えず、生きる気力さえ萎

な
えそうになっ

ている我々に「それでも神のみこころによって造ら
れた者たちである」と、創世記は慰めと励ましに満
ちた救いを宣べ伝える。人は混沌に漂

ただよ
うあぶくでは

なく、神がご自分に似せて造られた者であると。
　神にかたどって造られた人間は、「男と女に創造
された」。神に男と女があるのではない。「男と女」
であってオスメスではない。神はご自分を「我々」
と言われる。多神教の神々を自称されるのではない。
個と個が向かい合う「我々」であるから、人格（＝
位格）を持っておられる。人は神から人格を与えら
れている。人権は国や制度によって与えられるもの
ではないし、生まれながらの資質でもない。我々は、
神から人権を付与されている。一言で言えば、神と
人とにこころを通じ合わせることが出来る者とされ
ている。こころを通じ合わせるのは、見るからに違
う男と女である。男女間に限らず違う者同士、ここ
ろを通じ合わせて生きよと神は言われる。「私がそ
うできるようにお膳立てしてあげたから」と。この
みことばを聴いて、今の困難を祝福を受けて乗り越
えていきたい。� （札幌北一条教会牧師）
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て
　� 産めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ（創世記1章26～28節）
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